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２．実施設計に関する標準業務

イ．業務内容 

業 務 内 容  

(1)  要求等の確認
(ⅰ)  建築主の要求等の確
認

実施設計に先立ち又は実施設計期間中、建築
主の要求等を再確認し、必要に応じ、設計条
件の修正を行う。

(ⅱ)  設計条件の変更等の
場合の協議

基本設計の段階以降の状況の変化によって、
建築主の要求等に変化がある場合、施設の機
能、規模、予算等基本的条件に変更が生じる
場合又はすでに設定した設計条件を変更する
必要がある場合においては、建築主と協議す
る。

(2)  法令上の諸条件の
調査及び関係機関との
打合せ

(ⅰ)  法令上の諸条件の調
査

建築物の建築に関する法令及び条例上の制
約条件について、基本設計の内容に即した詳
細な調査を行う。

(ⅱ)  建築確認申請に係る
関係機関との打合せ

実施設計に必要な範囲で、建築確認申請を行
うために必要な事項について関係機関と事前
に打合せを行う。

(3)  実施設計方針の策
定

(ⅰ)  総合検討
基本設計に基づき、意匠、構造及び設備の各
要素について検討し、必要に応じて業務体制、
業務工程等を変更する。

(ⅱ)  実施設計のための基
本事項の確定

基本設計の段階以降に検討された事項のう
ち、建築主と協議して合意に達しておく必要の
あるもの及び検討作業の結果、基本設計の内
容に修正を加える必要があるものを整理し、実
施設計のための基本事項を確定する。

(ⅲ)  実施設計方針の策定
及び建築主への説明

総合検討の結果及び確定された基本事項を踏
まえ、実施設計方針を策定し、建築主に説明
する。

(4)  実施設計図書の作
成

(ⅰ)  実施設計図書の作成

実施設計方針に基づき、建築主と協議の上、
技術的な検討、予算との整合の検討等を行
い、実施設計図書を作成する。なお、実施設計
図書においては、工事施工者が施工すべき建
築物及びその細部の形状、寸法、仕様、工事
材料、設備機器等の種別、品質及び特に指定
する必要のある施工に関する情報（工法、工事
監理の方法、施工管理の方法等）を具体的に
表現する。

(ⅱ)  建築確認申請図書の
作成

関係機関との事前の打合せ等を踏まえ、実施
設計に基づき、必要な建築確認申請図書を作
成する。

(5)  概算工事費の検討 

実施設計図書の作成が完了した時点におい
て、当該基本設計図書に基づく建築工事に通
常要する費用を概算し、工事費概算書（工事
費内訳明細書、数量調書等を除く。以下同
じ。）を作成する。
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実施設計を行っている間、建築主に対して、作
業内容や進捗状況を報告し、必要な事項につ
いて建築主の意向を確認する。また、実施設計
図書の作成が完了した時点において、実施設
計図書を建築主に提出し、建築主に対して設
計意図及び実施設計内容の総合的な説明を
行う。

ロ．成果図書

(2)  戸建木造住宅に係る成果図書

成果図書 

(1)  総合 ①  建築物概要書 

②  仕様書 

③  仕上表 

④  面積表 

⑤  敷地案内図 

⑥  配置図 

⑦  平面図（各階） 

⑧  断面図 

⑨  立面図（各面） 

⑩  矩計図 

⑪  展開図 

⑫  天井伏図 

⑬  建具表 

⑭  工事費概算書 

⑮  その他確認申請に必要な図書 

(2)  構造 ①  仕様書 

②  基礎伏図 

③  床伏図 

④  はり伏図 

⑤  小屋伏図 

⑥  軸組図 

⑦  構造計算書 

⑧  工事費概算書 

⑨  その他確認申請に必要な図書 

(3)  設備 ①  仕様書 

②  設備位置図（電気、給排水衛生及び空調
換気）

③  工事費概算書 

④  その他確認申請に必要な図書 
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(6)  実施設計内容の建築主への説明等

設計の種類 
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  (注 )  １  建築物の計画に応じ、作成されない図書がある場合がある。 

          ３   詳細設計を必要としない建築物については、確認申請に必要な図書のみとする。 

ハ．工事施工段階で設計者が行うことに合理性がある実施設計に関する標準業務 

業 務 内 容  

工事施工段階において、設計意図を正確に伝
えるための質疑応答、説明等を建築主を通じ
て工事監理者及び工事施工者に対して行う。
また、設計図書等の定めにより、設計意図が正
確に反映されていることを確認する必要がある
部材、部位等に係る施工図等の確認を行う。

設計図書等の定めにより、工事施工段階にお
いて行うことに合理性がある工事材料、設備機
器等及びそれらの色、柄、形状等の選定に関
して、設計意図の観点からの検討を行い、必要
な助言等を建築主に対して行う。

ニ．実施設計料金

（A） 諸官庁：関係機関　事前打合せ及び調査費 一式　\60,000-

（B） 地耐力調査費 一式　\75,000-

（C） 実施設計図書の作成費 \3,000/床㎡

（D） 概算工事費の検討   \200/床㎡

（E） 建築確認申請書作成及び提出   \300/床㎡

（F） 建築確認申請費 \18,000～\27,000（200㎡以内）

（G） 構造設計事務所による構造計算 \1,500/床㎡（高さ13m以上は必要）

（H） 住宅性能評価申請（10分野32項目） \15,000/分野

（I） 適合証明（ﾌﾗｯﾄ35）申請 一式　\20,000-

（J） ﾊﾟｰｽ図の作成 \1,000/床㎡　　外観2：内観2

（K） 模型の製作   \600/床㎡　　ﾎﾜｲﾄ分解
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          ２  「総合」とは、建築物の意匠に関する設計並びに意匠、構造及び設備に関する設計をとりま
とめる設計を、「構造」とは、建築物の構造に関する設計を、「設備」とは建築物の設備に関する設計を
いう。

(1)  設計意図を正確に伝えるための質疑応答、説明
等

(2)  工事材料、設備機器等の選定に関する設計意図
の観点からの検討、助言等
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